
「鬼は外、福は内」宝保育所で豆まき
書見に驚いて、泣き出してしまった

園児。この後、鬼に向かって豆をま

き、鬼を追い払いました。
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臆CSR活動とは、企業が事業活動

において利益を優先するだけでな

く、顧客や従業員、地域社会など
との関係を重視しながら社会的責
任を果たしていくことです⊃

公民館まつり開催
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都督市の人口　3月の納税　都留市民憲章
わたくしたち都留市民は

○健康で明るいまちにいたします。
○自然を愛し、美しいまちをつくります。
○文化都市にふさわしい豊かなまちを築きます。
○たのしく働き、活気ある産業のまちに育てます。
○たがいに信じ協力し、平和なまちをつくります。

納税には安全で

便利な口座振替を

ご利用ください。

H23．2．1現在

男15，663　人（＋

女16，343人（＋

計　32，006人（＋

世帯数11，956世帯（＋

23　　H23．3．1

2
月
3
日
の
節
分
に
、

宝
保
育
所
に
て
保
育
所
園

児
に
よ
る
豆
ま
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
園
児
た
ち

は
、
鬼
に
向
か
っ
て
「
鬼

は
外
、
福
は
内
」
と
大
き

な
声
で
豆
ま
き
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
園
児
た
ち

は
、
豆
を
自
分
の
年
の
数

よ
り
1
つ
多
く
食
べ
る
と

体
が
丈
夫
に
な
り
、
風
邪

を
ひ
か
な
い
と
い
う
な
ら

わ
し
に
ち
な
ん
で
、
豆
を

食
べ
、
邪
気
を
追
い
払

い
、
一
年
の
無
病
息
災
を

願
い
ま
し
た
。

2
月
1
9
日
、
2
0
日
の
両
日
に
文
化
会
館

に
て
、
「
第
3
4
回
公
民
館
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
公
民
館
学
級
の
学
級
生
、

鶴
寿
大
学
の
学
生
の
方
々
が
、
作
製
し
た

絵
画
、
切
り
絵
、
陶
磁
器
、
竹
細
工
、
つ

る
し
離
、
折
り
紙
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
文

芸
作
品
の
展
示
や
活
動
の
舞
台
発
表
を
行

い
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
環
境
美
化
活
動
や
都
留
市
の
山
々

を
登
っ
た
里
山
歩
こ
う
会
の
活
動
報
告
な

ど
の
展
示
も
行
っ
て
お
り
、
来
場
者
は
、

興
味
深
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
2
0
日
に
は
文
化
会
館
1
階
和
室

に
て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
都
留
市
商
店

連
合
会
の
出
店
が
あ
り
、
会
場
は
、
大
い

に
賑
わ
い
ま
し
た
。

2
月
1
9
日
、
（
株
）
ユ
ー

シ
ン
（
三
吉
地
域
）
が
C
S

R
活
動
の
一
環
と
し
て
地

域
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
活
動
は
、
毎

月
第
3
土
曜
日
に
、
県
道

7
1
1
号
線
の
赤
坂
交
差

点
か
ら
宮
原
洞
門
ま
で

と
、
そ
の
周
辺
側
道
の
ご

み
拾
い
を
行
う
も
の
で
、

約
2
年
前
か
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。

今
回
参
加
し
た
1
4
名
の

社
員
の
皆
さ
ん
は
、
2
班

に
分
か
れ
て
、
道
路
や
道

路
脇
の
ご
み
を
拾
っ
て
歩

き
ま
し
た
。
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